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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 32,026 △23.5 3,569 55.0 3,484 56.6 1,581 35.3
22年3月期第3四半期 41,870 34.2 2,303 △0.7 2,225 △2.0 1,168 △0.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 93.23 ―
22年3月期第3四半期 58.70 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 36,790 7,313 19.8 431.20
22年3月期 35,474 6,016 17.0 354.68

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  7,313百万円 22年3月期  6,016百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
当社は、定款において期末日を基準日として定めておりますので、四半期における配当は実施しておりません。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 15.00 15.00
23年3月期 ― ― ―
23年3月期 

（予想）
15.00 15.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 43,400 △34.2 4,810 27.4 4,710 29.0 2,010 3.4 118.50



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表（四
半期報告書）に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる事項については、添付資料3ページ「（３）連結業績予想に関する
定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、添付資料3ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 22,530,000株 22年3月期  22,530,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  5,569,816株 22年3月期  5,568,188株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 16,960,960株 22年3月期3Q  19,909,076株



  

 

(参考)個別業績予想 

平成 23 年 3月期の個別業績予想（平成 22 年 4月 1日～平成 23 年 3月 31 日） 

                                                         （％表示は、対前期増減率） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

   百万円     ％ 百万円    ％  百万円   ％  百万円   ％    円 銭

通 期 42,800(△34.2) 4,800( 27.5)  4,700( 29.1)  2,000(  3.0)       117.91 

(注)当四半期における業績予想修正の有無   無 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第3四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調に推移するアジア新興国経済や経済政策効果等により景

気は緩やかに回復しておりますが、欧州諸国の財政問題、経済政策効果の一巡による内需の縮小、雇用情勢の低迷

等不安要素は多く先行き不透明な状況が続いております。造船業界におきましては、新造船発注量は好転の兆しが

若干見られたものの、中国及び韓国の造船所の低船価受注に加え長期化する円高等により、価格競争面において厳

しい受注環境に晒されており、予断を許さない経営環境で推移しました。  

 このような状況のもと、当第3四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は320億26百万円（前年同四半

期比23.5％減）となりました。 

 損益は、営業利益35億69百万円（前年同四半期比55.0％増）、経常利益34億84百万円（前年同四半期比56.6％

増）、四半期純利益15億81百万円（前年同四半期比35.3％増）となり、前年同四半期と比べ減収増益の決算となり

ました。 

 減収の要因は、前第3四半期連結累計期間は、工事進行基準適用初年度であったため、工事完成基準と工事進行

基準の売上がありましたが、当第3四半期連結累計期間は、工事進行基準のみの売上になったことであります。 

 増益の要因は、営業、設計、調達、現業の一貫体制による業務の効率化とコスト削減であります。  

   

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

  

①船舶事業 

 新造船工事については、船価は依然として低い状態であるため、円高基調が続く為替相場に注視すると共に、

資材費を始めとするコストの削減見通しを考慮しながら慎重に受注活動を行ったことから、受注成約には至りま

せんでした。 

 この結果、受注残高は、19隻の648億1百万円となりました。売上高は281億2百万円となりました。  

 改修船工事については、改修船市況は中国造船所の安値受注や船主の工事費節減等により国内外造船所との価

格競争が激化し、受注、採算面とも厳しい状況が続く中、顧客ニーズに応える的確な対応と高品質なサービスの

提供、コスト削減等を行い、収益の確保に努めました。 

 この結果、受注高は25億1百万円となり、受注残高は4億42百万円となりました。売上高は、改造船1隻を含め

32億36百万円となりました。 

 このような状況のもと、当第3四半期連結累計期間の船舶事業の業績については、売上高316億17百万円、セグ

メント利益49億34百万円となりました。 

 また、受注高は30億12百万円となり、受注残高は652億44百万円となりました。  

  

②その他  

ア．陸上事業 

 公共設備投資は削減され、民間設備投資は様子見の状況が続いており、依然として厳しい状況が続きまし

た。このような状況のもと、当第3四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高2億28百万円、セグメ

ント損失0百万円となりました。 

 また、受注高につきましては、2億45百万円となりました。この結果、受注残高は、40百万円となりまし

た。 

イ．サービス事業 

 個人消費、雇用・所得環境等は依然として停滞しており、厳しい状況が続きました。このような状況のも

と、当第3四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高1億80百万円、セグメント損失35百万円となり

ました。 

 また受注高につきましては、1億80百万円となりました。  

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産 

 当第3四半期連結会計期間末における資産の残高は、367億90百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億15

百万円増加いたしました。 

ア．流動資産は、前連結会計年度末比23億28百万円増加の223億27百万円となりました。 

  これは主として、仕入債務の支払や有形固定資産の取得等により現金及び預金が35億80百万円、仕掛品

が2億19百万円減少したものの、受取手形及び売掛金が57億80百万円、前払費用の増加等によりその他が3

億53百万円増加したことであります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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イ．固定資産は、前連結会計年度末比10億13百万円減少の144億62百万円となりました。 

  これは主として、当第3四半期連結累計期間の減価償却費と新規投資額との差引により有形固定資産が9

億3百万円、投資有価証券が償還等により1億47百万円減少したことであります。 

②負債 

 当第3四半期連結会計期間末における負債の残高は、294億76百万円となり、前連結会計年度末に比べ17百万

円増加いたしました。 

 これは主として、新造船工事の前受金が31億48百万円、未払法人税等が7億46百万円減少したものの、長期借

入金が18億97百万円、支払手形及び買掛金が8億52百万円、短期借入金が7億56百万円、未払費用が4億67百万円

増加したことであります。 

  

③純資産 

 当第3四半期連結会計期間末における純資産の残高は、73億13百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億97

百万円増加いたしました。 

 これは主として、利益剰余金が13億26百万円増加したことであります。  

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 業績予想は、平成22年11月4日の公表数値どおり順調に推移しておりますので、修正はありません。 

 平成23年3月期第4四半期連結会計期間については、更なるコストダウンを行い、収益向上を目指します。  

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

 1)一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第3四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

 2)たな卸資産の評価方法 

 当第3四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第2四半期連結会計期間末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。  

 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見

積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

 3)固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

 4)法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（会計処理基準に関する事項の変更）  

 第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用

しております。    

 これにより、当第3四半期連結累計期間の営業利益、経常利益は、それぞれ2百万円減少し、税金等調整前四半

期純利益は、21百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は60百万

円であります。 

２．その他の情報
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（表示方法の変更） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年3月24日 内閣府令第5号）の適用

により、当第3四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

（追加情報） 

重要なヘッジ会計の方法 

 第2四半期連結会計期間において、借入金の一部に対して金利スワップ契約を締結しております。金利スワッ

プに関する当社グループのヘッジ会計の方法は、次のとおりであります。 

①ヘッジ会計の方法 

 当社グループは、金利スワップ取引について、特例処理の要件を満たしている場合は特例処理を採用してお

ります。 

②ヘッジ手段とヘッジ対象 

1)ヘッジ手段・・・金利スワップ 

2)ヘッジ対象・・・借入金 

③ヘッジ方針 

 当社グループの借入金に係るヘッジ取引は、通常の取引の範囲内において、将来の金利変動リスクの回避

（キャッシュ・フローの固定）を目的として行っております。 

④ヘッジの有効性評価の方法 

 ヘッジ手段とヘッジ対象に関する重要な条件が同一であり、ヘッジ開始時及びその後も継続して、キャッシ

ュ・フローの変動を完全に相殺するものと見込まれるため、ヘッジの有効性の判定は省略しております。  
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３．四半期連結財務諸表 
(1)四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第3四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年3月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,633 7,214

受取手形及び売掛金 16,088 10,308

商品 2 7

仕掛品 246 465

原材料及び貯蔵品 131 134

その他 2,230 1,877

貸倒引当金 △6 △9

流動資産合計 22,327 19,998

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 3,170 3,410

構築物（純額） 1,617 1,664

機械装置及び運搬具（純額） 2,165 2,610

土地 4,724 4,743

その他（純額） 868 1,021

有形固定資産合計 12,545 13,449

無形固定資産   

その他 165 173

無形固定資産合計 165 173

投資その他の資産   

投資有価証券 821 969

その他 994 974

貸倒引当金 △64 △90

投資その他の資産合計 1,751 1,852

固定資産合計 14,462 15,476

資産合計 36,790 35,474
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（単位：百万円）

当第3四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年3月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,872 8,019

短期借入金 3,322 2,566

未払費用 1,753 1,285

未払法人税等 484 1,231

前受金 5,347 8,495

船舶保証工事引当金 69 71

その他 702 700

流動負債合計 20,552 22,370

固定負債   

長期借入金 5,894 3,996

再評価に係る繰延税金負債 1,184 1,184

退職給付引当金 1,732 1,829

役員退職慰労引当金 40 68

資産除去債務 61 －

その他 10 8

固定負債合計 8,924 7,088

負債合計 29,476 29,458

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,200 1,200

資本剰余金 672 672

利益剰余金 6,000 4,673

自己株式 △2,015 △2,014

株主資本合計 5,857 4,531

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 4 33

土地再評価差額金 1,450 1,450

評価・換算差額等合計 1,455 1,484

純資産合計 7,313 6,016

負債純資産合計 36,790 35,474
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(2)四半期連結損益計算書 
(第3四半期連結累計期間) 

（単位：百万円）

前第3四半期連結累計期間 
(自 平成21年 4月 1日 
 至 平成21年12月31日) 

当第3四半期連結累計期間 
(自 平成22年 4月 1日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 41,870 32,026

売上原価 38,033 26,551

売上総利益 3,836 5,474

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 366 455

役員退職慰労引当金繰入額 10 7

その他 1,156 1,442

販売費及び一般管理費合計 1,533 1,905

営業利益 2,303 3,569

営業外収益   

受取利息 1 0

受取配当金 7 7

受取保険金 11 －

その他 9 10

営業外収益合計 29 19

営業外費用   

支払利息 64 80

寄付金 － 23

その他 42 0

営業外費用合計 107 104

経常利益 2,225 3,484

特別利益   

固定資産売却益 2 －

特別利益合計 2 －

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 18

固定資産除却損 123 763

貸倒引当金繰入額 28 －

ゴルフ会員権評価損 15 －

特別損失合計 167 781

税金等調整前四半期純利益 2,059 2,702

法人税、住民税及び事業税 933 1,209

法人税等調整額 △42 △88

法人税等合計 891 1,121

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,581

四半期純利益 1,168 1,581
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(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第3四半期連結累計期間 
(自 平成21年 4月 1日 
 至 平成21年12月31日) 

当第3四半期連結累計期間 
(自 平成22年 4月 1日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,059 2,702

減価償却費 1,355 1,176

ゴルフ会員権評価損 15 －

受取利息及び受取配当金 △8 △8

支払利息 64 80

固定資産除却損 123 763

売上債権の増減額（△は増加） △7,056 △5,754

たな卸資産の増減額（△は増加） 7,170 226

仕入債務の増減額（△は減少） △2,711 606

前受金の増減額（△は減少） △1,517 △3,148

引当金の増減額（△は減少） 80 △155

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 18

その他 △833 △767

小計 △1,258 △4,260

利息及び配当金の受取額 9 10

消費税等の還付額 1,578 878

利息の支払額 △70 △84

法人税等の還付額 181 5

法人税等の支払額 △1,307 △1,945

営業活動によるキャッシュ・フロー △865 △5,395

投資活動によるキャッシュ・フロー   

固定資産の取得による支出 △1,378 △725

投資有価証券の取得による支出 △39 △0

投資有価証券の償還による収入 － 100

その他 △5 23

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,423 △602

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 10 200

長期借入れによる収入 3,300 3,700

長期借入金の返済による支出 △811 △1,246

自己株式の取得による支出 △2,009 △0

配当金の支払額 △337 △253

財務活動によるキャッシュ・フロー 152 2,399

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,136 △3,598

現金及び現金同等物の期首残高 7,206 7,172

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,070 3,573
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 該当事項はありません。 

  

  

①前第3四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年12月31日） 

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第3四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年12月31日） 

 （注）1．事業区分の方法は製品の種類・性質・製造方法等の類似性に基づく製品系列によっております。 

    2．各区分に属する主要な製品の名称 

 (1)船舶事業   貨物船・自動車航送旅客船・コンテナ船・自動車専用運搬船等の商船建造及び各種船舶・艦

艇の改造修理等。 

 (2)陸上事業   土木建設、太陽光発電システムの設置、農作物栽培装置。 

 (3)サービス事業 ホテルの経営・物品の販売等。  

    3．会計処理の方法の変更 

（前第3四半期連結累計期間） 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に

関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第1四半期連結会計期間より適用し、第1四半期

連結会計期間に着手（加工開始）した工事契約から、進捗部分について成果の確実性が認められる工事につ

いては工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適

用しております。 

 これにより、従来の方法によった場合と比較して、当第3四半期連結累計期間の船舶事業の売上高は155億

34百万円増加し、営業利益は19億18百万円増加しております。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

  前第3四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年12月31日）において、在外連結子会社及び

支店がないため記載しておりません。 

  

〔海外売上高〕  

前第3四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年12月31日） 

 （注）1．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

2．各区分に属する主な国又は地域 

3．海外売上高は、連結子会社が本邦以外の国又は地域に対して輸出していないため、当社の海外売上高を記載

しております。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
船舶事業 
（百万円） 

陸上事業 
（百万円） 

サービス事業
（百万円） 

合計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1)外部顧客に対する売上高  41,413  262  193  41,870  －  41,870

(2)セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
 －  83  351  434  △434  －

計  41,413  346  545  42,305  △434  41,870

営業利益又は営業損失（△）  3,260  △7  △17  3,235  △932  2,303

  ラテンアメリカ アフリカ その他の地域 計 

Ⅰ．海外売上高（百万円）  33,887  5,842  29  39,759

Ⅱ．連結売上高（百万円）                  41,870

Ⅲ．連結売上高に占める 

    海外売上高の割合（％） 
 80.93  13.95  0.07  94.95

(1)ラテンアメリカ （パナマ） 

(2)アフリカ 

(3)その他の地域  

（リベリア） 

（大韓民国他）  
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②当第3四半期連結累計期間（自 平成22年4月1日 至 平成22年12月31日）  

〔セグメント情報〕 

1．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。 

 当社グループは、親会社に新造船事業、修繕船事業、子会社に陸上事業、サービス事業を置き、各事業本

部は、取り扱う製品・サービスについて国内の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 従って、当社グループは、事業本部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、重

要性の高い「船舶事業」を報告セグメントとしております。 

 なお、経済的特徴が概ね類似している事業セグメント（新造船事業、修繕船事業）を集約して一つの事業

セグメント「船舶事業」としております。  

  

2．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第3四半期連結累計期間（自 平成22年4月1日 至 平成22年12月31日）  

 （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、陸上事業及びサービス事業

を含んでおります。  

  

3．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容 

（差異調整に関する事項） 

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

（追加情報） 

 第1四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年3月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年3月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

  

報告セグメント
その他（注） 
（百万円） 

合計 
（百万円） 船舶事業 

（百万円） 

売上高       

(1)外部顧客への売上高  31,617  408  32,026

(2)セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
 －  280  280

計  31,617  689  32,307

セグメント利益又は損失（△）  4,934  △35  4,898

利益 金額（百万円）  

 報告セグメント計   4,934

 「その他」の区分利益   △35

 セグメント間取引消去   △280

 全社費用（注）   △1,048

 四半期連結損益計算書の営業利益   3,569

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（１）受注及び販売の状況 

①受注実績  

  ア．受注高                                      

（注）第1四半期連結累計期間より、重要性の高い「船舶事業」を報告セグメントとし、「陸上事業」（前第3四半期連結

累計期間423百万円、前連結会計年度505百万円）、「サービス事業」（前第3四半期連結累計期間193百万円、前連

結会計年度245百万円）は「その他」として掲記しております。 

  

  イ．受注残高    

（注）第1四半期連結累計期間より、重要性の高い「船舶事業」を報告セグメントとし、「陸上事業」は「その他」とし

て掲記しております。 

  

②販売実績                                      

（注）第1四半期連結累計期間より、重要性の高い「船舶事業」を報告セグメントとし、「陸上事業」（前第3四半期連結

累計期間262百万円、前連結会計年度500百万円）、「サービス事業」（前第3四半期連結累計期間193百万円、前連

結会計年度245百万円）は「その他」として掲記しております。  

４．補足情報

  

平成22年3月期第3四半期 
連結累計期間 

(自 平成21年 4月 1日 
  至 平成21年12月31日)  

 平成23年3月期第3四半期 
連結累計期間 

(自 平成22年 4月 1日 
  至 平成22年12月31日)  

前連結会計年度 
(自 平成21年4月 1日 
 至 平成22年3月31日) 

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 

報告セグメント    

 船舶事業   6,372  91.2    3,012    87.6    7,332     90.7

その他   617  8.8  426  12.4  751  9.3

合 計  6,989  100.0  3,438  100.0  8,083  100.0

  

平成22年3月期第3四半期 
連結累計期間 

(自 平成21年 4月 1日 
 至 平成21年12月31日) 

 平成23年3月期第3四半期 
連結累計期間 

(自 平成22年 4月 1日 
 至 平成22年12月31日) 

前連結会計年度 
(自 平成21年4月 1日 
 至 平成22年3月31日) 

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 

報告セグメント    

 船舶事業   116,638  99.8  65,244    99.9    93,849    100.0

その他   177  0.2  40  0.1  22  0.0

合 計  116,816  100.0  65,284  100.0  93,871  100.0

  

平成22年3月期第3四半期 
連結累計期間 

(自 平成21年 4月 1日 
 至 平成21年12月31日) 

 平成23年3月期第3四半期 
連結累計期間 

(自 平成22年 4月 1日 
 至 平成22年12月31日) 

前連結会計年度 
(自 平成21年4月 1日 
 至 平成22年3月31日) 

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 

報告セグメント    

 船舶事業   41,413  98.9    31,617    98.7    65,162    98.9

その他   456  1.1  408  1.3  745  1.1

合 計  41,870  100.0  32,026  100.0  65,908  100.0
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（２）個別業績 

平成 23 年 3 月期 第 3 四半期（個別） 
 

  平成 23 年 3月期第 3四半期の個別業績（平成 22 年 4 月１日～平成 22 年 12 月 31 日）        (百万円未満切捨て) 

     ①個別経営成績(累計)                             （％表示は、対前年同四半期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 

23 年 3 月期第 3四半期 

22 年 3 月期第 3四半期 

    百万円      ％

 31,565(△23.7)

41,354( 36.2)

   百万円      ％

 3,561( 55.9)

2,284( △0.8)

百万円      ％ 

 3,476( 57.6) 

2,206( △2.1) 

百万円      ％

 1,579( 36.3)

1,158( △1.3)

 

 1 株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 1株当たり 

四半期純利益 

 

23 年 3 月期第 3四半期 

22 年 3 月期第 3四半期 

   円 銭

93.10  

  58.19  

円 銭 

      －       

      －       

        

   ②個別財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

 

23 年 3 月期第 3四半期 

22 年 3 月期 

百万円

36,516  

35,072  

百万円

7,170  

5,875  

％ 

19.6   

16.8   

円 銭

422.80 

346.41 

    (参考)自己資本      23 年 3 月期第 3四半期 7,170 百万円        22 年 3 月期 5,875 百万円 
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（３）個別財務諸表 

①四半期貸借対照表 

 

 

 

当第 3 四半期会計期間末 

（平成 22 年 12 月 31 日） 

前事業年度末に係る 

要約貸借対照表 

（平成 22 年 3 月 31 日） 

区分 金 額(百万円) 金 額(百万円) 

  

（資 産 の 部）   

Ⅰ．流 動 資 産  

 1.現 金 及 び 預 金 3,492 6,986 

  2.受取手形及び売掛金 15,997 10,123 

 3.仕 掛 品 220 459 

 4.原材料及び貯蔵品 115 121 

 5.そ の 他 2,191 1,873 

   貸 倒 引 当 金 △6 △8 

    流 動 資 産 合 計 22,010 19,556 

Ⅱ．固 定 資 産  

 1.有 形 固 定 資 産  

 (1)建 物 3,162 3,402 

(2)構 築 物 1,617 1,664 

  (3)機 械 装 置 2,080 2,496 

  (4)土 地 4,724 4,743 

 (5)そ の 他 944 1,122 

  有形固定資産合計 12,528 13,428 

 2.無 形 固 定 資 産  

   そ の 他 163 171 

無形固定資産合計 163 171 

 3.投資その他の資産  

  (1)投 資 有 価 証 券 821 969 

 (2)そ の 他 1,057 1,037 

     貸 倒 引 当 金 △64 △90 

  投資その他の資産合計 1,814 1,916 

14,505 15,516     固 定 資 産 合 計 

    資 産 合 計 36,516 35,072 
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当第 3 四半期会計期間末 

（平成 22 年 12 月 31 日） 

前事業年度末に係る 

要約貸借対照表 

（平成 22 年 3 月 31 日） 

区分 金 額(百万円) 金 額(百万円) 

    

（負 債 の 部）  

Ⅰ．流 動 負 債  

  1.支払手形及び買掛金 8,794 7,828 

 2.短 期 借 入 金 3,322 2,566 

  3.未 払 費 用 1,754 1,274 

4.未 払 法 人 税 等 481 1,224 

  5.前 受 金 5,342 8,495 

  6.船舶保証工事引当金 69 71 

 7.そ の 他 685 685 

  流 動 負 債 合 計 20,451 22,146 

Ⅱ．固 定 負 債  

 1.長 期 借 入 金 5,894 3,996 

 2.再評価に係る繰延税金負債 1,184 1,184 

 3.退 職 給 付 引 当 金 1,721 1,815 

 4.役員退職慰労引当金 34 53 

 5.資 産 除 去 債 務 60 - 

    固 定 負 債 合 計 8,894 7,050 

  負 債 合 計 29,346 29,196 

（純資産の部）  

Ⅰ．株 主 資 本  

 1.資 本 金 1,200 1,200 

 2.資 本 剰 余 金 672 672 

 3.利 益 剰 余 金 5,858 4,533 

 4.自 己 株 式 △2,015 △2,014 

  株 主 資 本 合 計 5,715 4,391 

Ⅱ．評価・換算差額等  

 1.その他有価証券評価差額金 4 33 

 2.土地再評価差額金 1,450 1,450 

  評価・換算差額等合計 1,455 1,484 

  純 資 産 合 計 7,170 5,875 

  負 債 純 資 産 合 計 36,516 35,072 

     

(注)この四半期貸借対照表は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成されておりますが、法定開示における 

レビュー対象ではありません。 
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②四半期損益計算書 

   〔第 3四半期累計期間〕 

前第 3四半期累計期間 当第 3四半期累計期間 

（自平成 21 年 4月 1 日 （自平成 22 年 4月 1 日 

 

 

   至平成21年 12月 31日） 至平成22年 12月 31日）

区分 金 額(百万円) 金 額(百万円) 

 

Ⅰ．売 上 高 41,354 31,565

37,389 26,039

3,965

1,681

5,525

1,964

Ⅱ．売 上 原 価 

    売 上 総 利 益 

Ⅲ．販売費及び一般管理費 

    営 業 利 益 

Ⅳ．営 業 外 収 益 

2,284 3,561

 1.受 取 利 息 1 0

 2.受 取 配 当 金 7 7

 3.受 取 保 険 金 11 -

9 10 4.そ の 他 

営 業 外 収 益 合 計 

Ⅴ．営 業 外 費 用 

29 19

 1.支 払 利 息 64 80

 2.寄 付 金 - 22

42 0

106 104

3.そ の 他 

営 業 外 費 用 合 計 

 経 常 利 益 2,206 3,476

Ⅵ．特 別 損 失 

  1.資産除去債務会計基準 

   の適用に伴う影響額 - 18

2.固 定 資 産 除 却 損 123 762

  3.貸倒引当金繰入額 28 -

15 -

167 781

2,038

921

△41

2,695

1,206

△90

880 1,116

  4.ｺﾞﾙﾌ会員権評価損 

特 別 損 失 合 計 

 税引前四半期純利益 

  法人税、住民税及び事業税 

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

四 半 期 純 利 益 1,158 1,579

 

(注)この四半期損益計算書は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成されておりますが、法定開示における 

レビュー対象ではありません。 
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                                                                  平成２３年２月８日 

                                                                          内海造船株式会社 

                                                                                （コード番号７０１８） 

平成２３年３月期 第３四半期 決算の概要 

 

１．当第３四半期の業績について 

    当第３四半期は下表のとおり、前第３四半期に比べて、個別、連結とも減収増益の決算となった。 

                                                                           （百万円未満切捨て） 

区 分 
当第３四半期 

（Ａ） 

前第３四半期 

（Ｂ） 

比 較 

（Ａ－Ｂ） 

新 造 船 ２８，１０２ ３８，５８６ △ １０，４８４

改 修 船 （７７隻）    ３，２３６  （８２隻）   ２，５４７ （△５隻）     ６８９

そ の 他 ２２６ ２２１ ５

 

個 

別 

計 ３１，５６５ ４１，３５４ △  ９，７８９

 

売 

上 

高 

連         結 ３２，０２６ ４１，８７０ △  ９，８４３

  （注）個別・連結売上高の減収要因は、前第３四半期は、工事進行基準適用初年度であったため、工事完成基準と工事 

進行基準の売上があったが、当第３四半期は、工事進行基準のみの売上になったことである。 

 

区 分 
当第３四半期 

（Ａ） 

前第３四半期 

（Ｂ） 

比 較 

（Ａ－Ｂ） 

個 別 ３，５６１ ２，２８４ １，２７７営  業 

利  益 連 結 ３，５６９ ２，３０３ １，２６５

個 別 ３，４７６ ２，２０６ １，２７０経  常 

利  益 連 結 ３，４８４ ２，２２５ １，２５９

個 別 １，５７９ １，１５８ ４２０

 

 損 

 

 

 益 四半期 

純利益 連 結 １，５８１ １，１６８ ４１２

（注）収益面は、前第３四半期に比べて、個別、連結とも営業利益、経常利益、四半期純利益とも増益となった。 

増益の要因は、営業、設計、調達、現業の一貫体制による業務の効率化とコスト削減である。 

 

２．新造船の受注状況について 

    船価は依然として低い状態であるため、円高基調が続く為替相場に注視すると共に、資材費を始めとするコストの削減 

見通しを考慮しながら慎重に受注活動を行ったことから、受注成約には至らなかった。 

この結果、受注残高は６４，８０１百万円となった。 

船種は、コンテナ船、貨物船、自動車運搬船、フェリーで合計１９隻である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
３．株主配当について 

   平成２３年３月期は、前期に続き１株当たり１５円の期末配当を継続する予定である。 

 

 

４．平成２３年３月期の業績予想について 

  下表のとおり、平成２２年１１月４日の公表数値どおり順調に推移しているので修正はない。 

平成２３年３月期第４四半期会計期間については、更なるコストダウンを行い、収益向上を目指す。 

                        （単位：百万円） 

通期（予想） 
区 分 

個  別 連  結 

売 上 高  ４２，８００ ４３，４００

営 業 利 益 ４，８００ ４，８１０

経 常 利 益 ４，７００ ４，７１０

当 期 純 利 益 ２，０００ ２，０１０

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




